
実験方法
細胞株：大腸がん細胞
プレート：96ウェルプレートU底（Sumitomo Bakelite）
培養日数：3日間
撮像方法：蛍光撮像、低倍レンズ使用
システム：Wntシグナルが活性化するとGFPが発現する系を用いて、
　　　　Wntシグナルを阻害する薬剤の探索
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データ提供御協力：増田万里　先生　（国立がん研究センター研究所　細胞情報学分野　連携研究室）

Cell3iMager duosを用いて、３次元培養下TCF4/LEFレポーター活性をGFP蛍光強度で定量化し、薬剤スクリーニング
を行った。その結果、Wntシグナル阻害活性を示す化合物Sが大腸がん治療薬の候補として同定された。概　要
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明視野 明視野＋蛍光

・化合物SがGFP発現レベルを低下させたことから、大腸がんの抗がん
剤として有効であることが示唆されました。
・従来の蛍光プレートリーダーを用いたスクリーニングの代替法として
利用可能です。
・siRNAライブラリー・スクリーニングによる治療標的の同定にも応用
可能です。

蛍光 オブジェクト捕捉

1) 薬剤スクリーニング 　2) レポーターアッセイ　 3) スフェロイド　 4) 三次元培養　
5) 蛍光染色　 6) Wntシグナル　 7) siRNAライブラリー
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